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公共施設のあり方検討市民ワーキングの結果 
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長久手市における公共施設の現況 

いまも全国有数の人口増加が続く長久手市 
公共施設更新問題とは無縁なのでしょうか？ 
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公共施設に関わる３つの問題 

公共施設の多くは、都市化の進展とともに、国の施策方針
等にしたがって集中的に整備されてきた。これらのストッ
クを一斉に更新する時期が迫っている。 

１．施設の急速な老朽化　　　　 

２．人口の減少と少子化・高齢化 

３．厳しい財政状況　　　　　　 

人口減少、少子化・高齢化が進み、住民のライフスタイル
の変化とともに、公共サービスのあり方が問われている。 

生産年齢人口の減少や、扶助費の増加等により、自治体の
財政状況は厳しさを増し、必要性の高い公共施設まで良好
な状態で保てなくなる恐れがある。 
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長久手市の年代別公共施設面積 

建設後35年以上経過した旧耐震基準の施設が22％を占める 
愛知県内の自治体ではもっとも古い施設の比率が低い 

旧耐震基準	

「長久手市 公共施設等総合管理計画」より 
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公共施設にかかるライフサイクルコストの試算 

年平均約29億円の費用がかかる（うち約10億円が更新費） 
投資的経費等予算が縮小する中、すべてを維持するのは困難 

財源可能な	
財源の見込み	
17.3億円/年 

現在ある建築物だけで、 「長久手市 公共施設等総合管理計画」より 

百万円 
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公共施設マネジメント（FM）とは、 
組織の目的達成のために、公共施設すべてを経営資源として 
　① 経済的なコストで、 
　② 良好な品質(環境)を、 
　③ 最小必要なものを、 
長期にわたり提供すること 

公共施設マネジメントの目標 

老朽度 
耐震性能 

整備費･更新費 
維持運営経費 

施設総量 
稼働状況 

供給 

財務 

品質 

立地 
品格 
防災性
環境性	

使いやすさ 
行きやすさ 
施設の魅力 

過不足 
余剰 

税金投入額 
補助金獲得 
基金活用 
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公共公益施設立地状況 
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小学校区ごとにバランスのよい配置？ 
都市計画・まちづくりとの整合は？ 8 



公共施設の利用実態 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

市役所 
温泉交流施設 (長久手温泉ござらっせ) 

中央図書館 
清掃センター (エコハウス) 

文化の家 
田園バレー交流施設 (あぐりん村) 

福祉の家 (福祉エリア) 
長久手市公民館 
杁ケ池体育館 
各地域集会所 
各児童館 

青少年児童センター 
子育て支援センター 

交流プラザ 
まちづくりセンター 

スポーツの杜 
農村環境改善センター 

各老人憩の家 

週１回以上 

月1回以上 

年数回程度 

ほとんど利用した 
ことがない 
利用したことがない 

Q.あなたは長久手市の公共施設をどれくらい利用していますか？ 

「長久手市 公共施設等総合管理計画 資料編」より一部抜粋 

9 公共施設の利用率は総じて低い。市役所は利用者は最も多い。 



長久手市における公共施設の特徴 

•  人口･人口密度からみて、一人あたり公共施設保有量は県
内平均レベル 

•  人口増加に合わせて施設が建設されてきたが、老朽度はほ
かの自治体に比べて低い 

•  今後も人口は増加傾向にあり、施設需要は高まり、今後も
市役所等施設の整備も想定される 

•  リニモ沿線や主要道沿線には公共施設が少ない 
•  公園、博物館、大学、大型商業施設など、社会資本の充実
度はきわめて高い 

→市役所も公共施設のひとつ。整備も運営も税金で賄われる 
　市全体の施設やサービスのあり方の一環として考えるべき 
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公共施設のあり方検討 
市民ワーキングの結果 

2017年8月～11月に開催した5回のWGで 
公共施設のあり方について市民の声をまとめました 
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基本方針1	 誰もが安全で安心して使用できる公共施設等を目指します。	

耐震化や、老朽化対応、バリアフリー化の推進等により、誰もが安全で安心して使
用できる公共施設等を目指します。	

基本方針2	 公共施設の更新時に機能の複合化を前提に検討するとともに、公民
連携の促進や、広域連携などにより、トータルコストを縮減します。	

長期間のライフサイクルコストを考慮した施設の維持管理を行うとともに、公共施設
の更新時に機能の必要性を勘案のうえ、複合化を前提に検討するほか、公民連携
等による施設管理、広域連携による施設運用を行うなど、新たな手法を検討するこ
とにより、トータルコストの縮減を目指します。	

基本方針3	 将来計画に基づき、財政負担を平準化し、計画的に基金を積み立て
ます。	

公共施設等の将来にわたる更新等に必要とされる金額を推計し、長寿命化等により
財政負担を平準化するとともに、財源不足が生じないよう、基金の積立てや起債の
発行などを計画的に行います。	

公共施設等の総合的な管理に関する基本方針 



第５回	

総まとめ（結論）	

第４回（１１月１１日）　	

課題に対する提案	

第３回（１０月１４日）　	

課題の抽出	

第２回（９月２４日）　	

現場の確認	

第１回（８月２６日）　	

現状に関する情報共有	
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公共施設のあり方検討市民ワーキングの流れ 
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 公共施設の老朽化が全

国的に問題となっていま

す。長久手市では、今後

各個別の施設の維持・更

新などを考えていく上

で、その基本的な考え方

を示した｢公共施設等総

合管理計画｣を、市民の

意見も踏まえて更新して

いく取組みを進めている

ところです。 

 

 第１回は公共施設を取り巻く現状など市からの説明を受け、第２回

は実際に市内の様々な公共施設の現場を巡りました。 

《プログラム》 

あいさつ １３：３０ 

これまでの振り返り １３：３５ 

グループワーク① １４：００ 

『性質別施設の分類』  

グループワーク② １５：１０ 

『優先検討事項の抽出』  

結果発表 １６：１５ 

     第３回 公共施設のあり方検討 

  市民ワーキングが開催されました 

  2017年10月14日(土)13:30～16:30 【参加：１８ 人】 

News Letter No.3  長久手市総務部財政課 

★ 公共施設の種類ごとにみんなで課題を抽出しました 

 今回は、市職員からのこれまでのワーキングの

振り返りのあと、様々な公共施設等を「性質別」

に分類し、それぞれ

の施設に関して｢本来

求められるもの ｣、

｢現状の課題｣は何な

のか等を話し合った

ので、その結果をお

伝えします。 

★ グループワーク①・② 

 

グループワーク①（公共施設分類） 

みんなで思いつく民間・公共あらゆる施設の名前をふ

せんに書き、左の図のマップに貼っていく。 

 左端に近い…利益性・選択制があり、誰でもという

よりは一部の人が利用するような施設 

 右側に近い…公益性・必然性があり、公共として持

つべき施設 

 上側に近い…校区・自治会単位など狭い地域での利

用が想定される施設 

 下側に近い…市全域・近隣市など広い地域での利用

が想定される施設 

グループワーク②（優先検討事項の抽出） 

グループワーク①で作成したマップの右上の領域から

１つ、右下の領域から１つ、議論したい施設を選ん

で、その施設に｢本来求められるもの｣と｢現状の課題｣

を洗い出す。 

市役所 

ｺﾝﾋﾞﾆ (例) 

そういえば、長久手には

こんな施設もあったな！ 

ﾌｧｼﾘﾃｰﾀｰ: 

名古屋大学大学院 

恒川和久准教授 

気軽に

使える 

利用率

低い 

(例) 

こうあるべきなんだけ

ど、この施設、実際は

こんな問題が…！！ 

 

これらの課題は、一緒

に検討できるかもしれ

ないね！ 

市役所、体育館、集会所、

老人憩の家、文化の家、…

４グループきれいに分かれ

ましたね…。 

この施設はどこに位置づけられ

るかな？ 

本当に公共が持つ必要ってある

のかな？ 

16 



17 



18 



公共施設に関する提言（ワーキングのまとめ）-1  

今後更新が見込まれる市役所を始めとした大きな施設の整
備にあたっては、単に必要な機能を考えるだけでなく、市
民のいこいの場、交流の場となるような空間づくりに配慮
し、市民も職員も誇れるような「市の顔」とも言える魅力
ある拠点として整備する。 
そして、それを交通や商業の中心と繋げることで、長久手
市の中心を作る。また、文化の家や福祉の家など、既存の
大きな施設について、今後もその魅力が市の枠を超えて最
大限に発揮されるよう活用する。  

１「市の顔」となるような魅力ある拠点の整備  

19 



公共施設に関する提言（ワーキングのまとめ）-2  

利用者の性別や年齢、施設の用途などの制限を取り払い、
フラットにすることで、それぞれの地域に今ある小学校区
単位での共生ステーションや字名単位での集会所、児童館、
老人憩の家といった拠点の機能や立地を整理し、市民の誰
もが自由気軽にふらっと集まることができる小規模多機能
な地域拠点を整備する。  

２　誰もがふらっと立ち寄り、 
　　フラットに使える施設の整備 
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公共施設に関する提言（ワーキングのまとめ）-3  

市が保有する施設の情報を集約して公開することで、市民
が気軽にわかりやすく施設を利用することができるように
する。また、一定の用途しか連想されないような施設名称
を、様々な使い方が期待できる名称に変更する。そして、
現状の使われ方の状況や情報を踏まえて、施設の運営を柔
軟に行う。  

３　使い勝手の向上を目指した 
　　施設情報の見える化や柔軟な運営 
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公共施設に関する提言（ワーキングのまとめ）-4  

部署の壁を越えて施設を管理するための推進体制を整備し、
全施設の整備方針について、更新、維持管理・長寿命化、
他施設での代替えなど、積極的な情報公開をし、市民参加
の機会も持ちながら、公共施設の総合的な管理運営を計画
する。必要なものは建て替えるが、他の施設は良い状態で
長く使ったり、代替可能な場合は民間や大学、他自治体の
施設をうまく利用したりすることで、自治体の負担するコ
ストを最小限に抑える（選択と集中）。  

４　全施設を計画的、総合的に管理する 
　　市長直属の強力な推進体制の整備 
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市役所等公共施設整備 
ワークショップへの期待 

長久手市民にとって市役所はどうあるべきなのか 
市民発意の公共サービスを支える市役所へ 

ワークショップではそのあり方について議論していきます 
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長久手市 未来まちづくりビジョン　2015 

人・場・時をつなぎ　夢をはぐくむ長久手	
ながくてびと	

長久手人こそ私たちの誇り　気長に手をかけ　みんなで未来を拓く 　	

歩いて暮らせる	

市民が気軽に集まる	

全市民レベルのイベント	

まちに誇りをもつ	

自ら行動を起こす	

教育研究機関を使いこなす	

文化の家などの拠点を使いこなす	

歴史や文化に触れる	

手間をかけコミュニティをつくっていく	

公共施設はビジョンを実現する「場」の
一翼を担う。ただし、長久手には他に
も場（資源）はたくさんある	 24 



○ 長久手市の状況に応じた計画立案への期待 
今後整備される施設を含む全公共施設の中での位置付け 
市役所が果たすべきサービスや機能のあり方 
場所に根付いた地域や空間の価値を見極める 

 
○ 行政の枠にとらわれない柔軟な発想を 
市民のニーズの実態に根付いた公共サービスのあり方 
地域住民や民間企業ならではの楽しい発想を 
“市民ができることは市民がやる”なら市役所はどうあるべき 

 
○ これからの公共施設整備のルールづくりへ 
市民、行政、民間等多くのステークホルダーにとって 
利便性、経済性、安全性など多様な視点からの検討 
市民参加による整備の方法を 

市役所等整備ワークショップへの期待 
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ワークショップ 話し合いのルール�

１． 人の意見は最後までよく聞く�

２． 思いついたことは言ってみる�

３． 否定しない�

４． 全員が意見を出す�

５． その場を楽しむ�


